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るまでには 287 日の経過を要し、0.22kg の体重増があった、同様に定期的な月経
と初妊娠のあいだには 518 日の経過、0.29kg の体重増があった。総合すると、初










のメスのうちの１頭と交互に同居するもので、最短で 35 日間、最大 99 日間同居が
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析を実施した。その結果、初潮から初妊娠の間には 806 日の経過、0.51kg の体重















究を行った。12 頭のオスと 24 頭のメス（経産メス 12 頭、未経産メス 12 頭）を観
察した。雌雄同居の翌朝に膣内を洗浄した液を採取し、洗浄液中に精子が見られた
場合を交尾の成立、洗浄液中に精子が見られなかった場合を交尾の不成立とした。
また、雌雄同居の様子をビデオ撮影し、その行動を観察した。その結果、経産メス
は交尾頻度が高く、雌雄同居の 75％で交尾の成立がみられた。一方、未経産メス
は交尾頻度が低く、雌雄同居で交尾が認められたのは 33％に過ぎなかった。行動
観察より、経産メスに対してはオスからのグルーミングや性器を観察する行動がみ
られ、オスが経産メスへ交尾を求める行動をしている可能性が示された。 
第５章では、第４章の交配場面で見られた、オスによる経産メス性器周辺の観察
や舐めるといった行動から予測される、性器周辺のにおい物質、すなわち交尾を誘
引するフェロモン様物質の存在を検討した。月経後８日目から 10 日目の卵胞期の
メス個体 16 頭を使用し、膣を綿棒によりぬぐうことで膣内容物を採取し、ガスク
ロマトグラフィーにより解析され、そのピーク面積と年齢、過去の妊娠回数との関
係を相関より明らかにした。その結果、検出された酢酸、プロピオン酸、酪酸と年
齢に正の相関があり、年齢上昇とともににおいが強くなることが示された。また、
酪酸と過去の妊娠回数にも相関傾向がみられた。これらにおい物質が、オスの配偶
者選択、交尾行動誘因に関わる可能性が示唆された。ウシなどの家畜では、特に酪
酸は膣内のフローラに関わり、メスの健康状態や免疫を表していることから、オス
がにおいによりメスの身体情報を予測している可能性が示唆された。 
終章では総合的考察を行った。本研究においては、性の発達研究を経て、性行動
の動因、すなわち Tinbergen (1975)の述べた４つの行動研究の目的のうちの１つ、
行動メカニズム解析の一端に迫れたと考えられる。 
 
Ⅱ 審査結果報告 
１．総合所見 
本研究は、TPRC という医学実験用カニクイザルの繁殖施設において、その配偶
者選択に心理・行動学的立場からアプローチをしたものである。はじめに、生後の
時間経過や体重変化と性成熟に関する各指標との関係を明らかにした研究は貴重
である。つぎに、交配場面において妊娠しやすいメスの特徴を分析したものについ
ては、当該研究施設が長い歴史の中で蓄積したノウハウとデータを用いて、特に、
メスの年齢、体重と過去における妊娠回数との関係を解析したことの意味は大きい。
その結果、出産経験が妊娠のしやすさにおける重要な要因になっていることや、出
産経験がなければむしろ若いメスが妊娠しやすいことなどを明らかにしたことは
新しい知見となった。さらに、行動観察から経産メスをオスが意図的に選択してい
る可能性があることを示すことができたことも重要だ。そして、その物理的要因と
してメス生殖器のにおいが関わっている可能性についてもガスクロマトグラフィ
ーを用いた分析から示せた。本研究は多くのデータから室内飼育されたカニクイザ
ルの繁殖と性行動に関わる基礎データを提出できたことは評価できる。 
 
２．評価すべき点 
すべての実験と観察において、それぞれに重要な知見を提供した。それらはまた、
人間の心理学研究への基礎的データとしても注目されうる内容となっている。たと
えば、人間の思春期で月経のもつ意味は大きいが、今回の性成熟に関するデータは
それに対する基礎データとなり得るし、アメリカでは若い女性がシングルマザーと
なることが社会問題化されていて、シングルマザーになる女性とならない女性の社
会的関わり方の違いが研究されている。本研究のオスとメスの関わり方のデータは、
そのような研究にも示唆を与えることになるだろう。今後への期待が大きい研究で
あったといえよう。 
 
３．課題とされる点 
 今回の研究が、人間の心理学的研究に基礎的データを提供しうることが期待され
るだけに、今後の研究課題も多いことは事実である。初潮から妊娠までの間に身体
的な成長があることは示せたが、そこには心理的成長があるはずである。それをど
うやって捉えられるのかを示してほしい。それによって人間の思春期の研究も進む
であろう。また、引用されているトリバース以降の行動生態学の研究の進歩は著し
いものがある。性選択における騙しの問題、一夫多妻社会の進化的な成立条件など
についても取り組みができるのではないか。今後、社会心理学など異分野に多要因
を処理するモデルを求めることも必要であろう。 
 今後投稿論文にする際には、使用語句、例えばフェロモンの代わりになぜフェロ
モン様が使われているのかなど、明確化が必要なものがある。当該研究施設が実施
している動物福祉上の配慮、例えば飼育方法、交配要件などが見えるようにしっか
り書き込んで欲しい。設備を示す写真についても同様である。さらに、オスがメス
を選んでいるのか、メスがオスを受け入れているのかについて、どのように論理的
に示せるのか、より確実な議論が必要である。全体的にデータはしっかりしている
し、質が高く内容も豊富であるので論文数をさらに増やす努力が望まれる。 
 
４．結論 
 以上見てきたように、本論文は霊長類の繁殖と性行動に関して大変貴重な知見を
含有しており、今後人間への応用も期待できる点から、論文審査委員会は全員一致
で、本論文が博士（心理学）を授与するに相応しいとの結論に達した。 
